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仙台フェアの開催を
ポストコロナにおける交流人口の拡大契機に

目標入場者数

100万人

都市緑化の意識の高揚、知識の普及等を図り、緑豊かな潤いのある都市づくりに

寄与することを目的として開催する国内最大級の花と緑の祭典

全国都市緑化フェアとは

● 開催期間 令和５年４月26日 ～ ６月18日 (54日間）

● 愛称 未来の杜せんだい2023 ～Feel green!～

● メイン会場 青葉山公園追廻地区、西公園南側地区、広瀬川地区

● 入場料 メイン会場は無料（一部有料のプログラムやコンテンツを実施）

仙台フェア概要

仙台での開催は、平成元年度の「’89グリーンフェアせんだい」以来34年ぶり
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１-1 開催概要①



１．杜の都のみどりの可能性を発信するフェア

２．杜の都のみどりを体感するフェア

３．次世代の担い手を育むフェア

４．みどりと花に囲まれたライフスタイルを生み出すフェア

５．みどりを通じて人がつながり、まちが賑わうフェア

「杜の都から始まる未来、みどりを舞台に人が輝く」

１．次世代へと続く新たな「百年の杜づくり」

２．みどりと親しむ生活と新たな交流の創出

３．東日本大震災からのみどりの復興と防災のまちづくりの発信

➢ 市民の皆様が主役となるフェアを目指します。

➢ 仲間との交流、イベントを作りあげる一体感は、

「杜の都」の未来へとつながるレガシーへ

■ 開催意義

■ 基本方針

■ テーマ

2 0 2 3年 は 【 杜 の 都 の 環 境 を つ く る条 例 】 の 制 定 か ら 50 周 年
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１-2 開催概要②



会場種別・エリアのコンセプト 会場・場所

メイン会場
・都心部の新たなみどりのネットワーク拠点と
なるエリア

青葉山公園追廻地区
西公園南側地区
広瀬川地区（公園2地区の周辺）

まちなかエリア会場
・都心部に回遊性を創出し、
フェアの盛り上がりを街全体に波及させる
取り組みを進めるエリア

仙台駅ペデストリアンデッキ

定禅寺通

青葉通

宮城野通

東部エリア会場
・震災の記憶の継承、みどりの復興の発信や、
自然に触れながら家族で楽しめる
事業展開を図るエリア

せんだい農業園芸センター みどりの杜

せんだい3.11メモリアル交流館

震災遺構仙台市立荒浜小学校

海岸公園

高砂中央公園（仙台うみの杜水族館）

連携会場
・仙台フェアと連携してイベント等を

開催する施設

東北大学 学術資源研究公開センター 植物園

七北田公園

仙台市野草園

八木山動物公園 フジサキの杜

■ 会場構成
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２ 会場構成



■ 全体図（計画平面図）

広瀬川地区
会場

西公園南側地区
会場

青葉山公園
追廻地区会場

ウェルカムゾーン
もりの庭園ゾーン

グリーンスクエアゾーン

杜のリビングガーデンゾーン
大花壇ゾーン

人が輝くグリーンライフゾーン

アーバンフォレストゾーン

グリーンアクティビティゾーン

水辺のテラスゾーン
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３-1 メイン会場 全体図①

仙臺緑彩館

残月亭

政宗公胸像



■ 全体図（イメージ）

青葉山公園
追廻地区会場

西公園南側地区
会場

広瀬川地区
会場
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３-2 メイン会場 全体図②



【エントランス広場】
仙台国際センター方面から仙臺緑彩館を望む

【もりの市民広場】
大橋方面から仙臺緑彩館を望む

仙臺緑彩館

仙台市博物館

大橋
広瀬川

青葉山公園（追廻地区）整備区域図

仙臺緑彩館
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３-３ メイン会場 仙臺緑彩館①



情報ラウンジ（山鉾・七夕飾り） ※パース

交流体験ホール

ライブラリ

和室
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３-４ メイン会場 仙臺緑彩館② （館内状況）
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３-5 メイン会場 青葉山公園追廻地区①

フェア会場整備の様子（R4.12現在）



■ 大花壇「はなばた飾り」

約6,７00㎡の

大パノラマ

大きくそよぐ

仙台七夕の吹き流しを

イメージ

▲
▲

▲

愛称の由来は「七夕飾り」と「花畑」

▲

期間中に花の植え替えを行うため、前半と後半で花壇の色合いが変わります！

仙台城跡からの眺めもまた格別です。

約200品種の花々
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３-6 メイン会場 青葉山公園追廻地区②



仙台に今も残る“居久根（イグネ）”の暮らしの知恵を活かし、
みどりと暮らす新たなライフスタイルとして未来のイグネを5つの庭園で提案

■ 杜のリビングガーデンゾーン・・・ “イグネのある暮らし”

３-7 メイン会場 青葉山公園追廻地区③
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フォレストアドベンチャー

■ グリーンアクティビティゾーン

公園内にある樹林を活用した体験型アクティビティ

木から木へと渡りながら12のアスレチックを体験

ジップスライド写真

子どもから大人まで体を動かしながら自然を楽しむ

● … みどりを取り入れた新しい空間の利活用
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３-１０ メイン会場 西公園南側地区



■ 広瀬川地区 ～河川敷に花畑が広がる新しい親水空間～

○広瀬川環境整備と連携した「水辺の花畑」の創出、

広瀬川の新たな魅力を発信

○広瀬川の清流を間近で感じられる

親水性の高い新たな河川空間を創出
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３-11 メイン会場 広瀬川地区

大橋

広瀬川

広場

緩傾斜法面

せせらぎ水路

「水辺の花畑」

西公園会場
広瀬川地区（追廻地区会場側）イメージパース

広瀬川地区（西公園会場側）イメージパース



みんなでつくる大花壇

■ 市民協働による会場づくり

●

おもてなしアートプランター●

市内小学校の児童によるプランター制作（100台）

期間中はメイン会場（西公園）に展示

たねダンゴ花壇●

市長の写真
に
差替え

秋（11月）、春（４月）の2回、参加者を募集のうえ植え付けを実施

11月実施の秋植えには252名が参加

花やみどりの団体と連携したイベント・出展●

里山の保全や緑化活動等の取り組みの紹介・

花やみどりに親しむワークショップの開催

令和4年10月に実施

応募のあった市内幼稚園・保育所等の園児や先生が参加（380名）

土と花苗を丸めた「たねダンゴ」を追廻地区の花壇に栽培
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3-12 メイン会場 市民協働



自治体花壇出展

■ 企業・市民・全国の自治体参加による庭園等出展

●

企業・団体等庭園出展・コンテスト●

➢ 杜の都のみどりと親しむライフスタイルをイメージした庭園の提案

➢ 造園の技能披露と継承の場

ハンギングバスケット・コンテナガーデン
出展・コンテスト

●

➢ 各自治体を小旅行している気分で巡るフォトジェニックガーデン

➢ 出展自治体の花やみどりの美しさや素晴らしさを発信

造園団体等との連携●

➢ 高校生を対象とした「全国造園デザインコンクール※」の

緑化フェア「みどりの広場」部門 受賞作品を作庭し展示

➢ グリーンインフラをテーマとした緑化技術の展示

➢ 作品や活動の発表、交流や情報交換の場

➢ 身近な暮らしへの花やみどりの取り組み推進

※（一社）日本造園建設業協会主催
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3-１３ メイン会場 庭園等出展



➢杜の都の歴史をわかりやすく学べる花緑修景と一体となった屋外展示
➢杜の都の環境をつくる条例制定50周年や都市公園制度150周年に関する

仙臺緑彩館でのパネル展示

➢杜の都の魅力、公園やみどりや果たす役割を
テーマとしたシンポジウムの開催
➢シンポジウムと連動してワークショップ形式の

百杜フォーラムを緑彩館で開催

屋外展示（イメージ） 屋内パネル展示（イメージ）
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3-１4 メイン会場 緑化行政の展示等

● 杜の都の歩みに関する展示

● シンポジウム等のイベント開催



環境への配慮

■ 快適な会場サービス

●

市民ボランティア●

➢ 多くの市⺠が参加でき参加者同士が交流できるよう

幅広いボランティア活動の場を提供

➢ SDGsへの取り組みの一つとして、会場内にエコ・ステーションを

整備し、資源ごみのリサイクルを推進

【植物管理ボランティア】

・ 花壇等の維持管理活動
・ 植物ガイド

【会場サービスボランティア】

・ 会場案内
・ 環境美化活動

【会場運営ボランティア】

・ ボランティアセンターの運営補助
活動
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3-15 メイン会場 会場サービス



■ 修景計画

定禅寺通緑地の展開方針●

定禅寺通（せんだいメディアテーク前）

■ イベントの展開方針

定禅寺通、青葉通、宮城野通を中心に花みどりによる修景を行い、
くつろぎ歩きたくなる、まちなか空間を造成

➢ ケヤキ並木や花に囲まれた憩いの空間における、人の滞在・周遊を促進する行催事の実施

➢ Wi-fi等のオンライン環境整備による屋外ワークスペースの提供

まちなかエリアイベント開催支援制度（一般公募）の実施●

➢市中心部の街路や公園を会場として、花みどりを取り入れたイベントを開催する

まちづくり団体等を支援
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4 まちなかエリア会場



東日本大震災の記憶と復興の歩みを伝える事業の展開

● せんだい3.11メモリアル交流館
➢ 沿岸部の植物や津波による植生変化をテーマとした企画展

● 震災遺構仙台市立荒浜小学校

➢ 「津波の脅威」「震災の教訓」「復興のあゆみ」などを紹介する展示

メモリアル
交流館・
荒浜
小学校

仙台うみの杜水族館との協働による事業実施を検討
➢ 命、海、森・みどりの大切さを伝える教育・体験プログラム

➢ 広い芝生を活かした多様な過ごし方を提案するイベント

➢ SDGｓを体現した生物多様性等のイベントや植樹体験

➢ 仙台うみの杜水族館とのコラボイベント

高砂
中央公園

施設運営事業者との協働による事業実施を検討
➢ 農業や花みどりに関する特別講演会、体験プログラム

➢ 既存施設内のみどりを活かした修景、イベント

➢ 地域団体との協働による会場の修景

➢ 東日本大震災からの復興に関するパネル展示

せんだい
農業園芸
センター

「ふるさとの杜再生プロジェクト」や指定管理者等との
連携事業の実施
➢ 海岸防災林に植樹した苗木を育てる育樹会

➢ 親子で楽しめる東部エリアの多様な生態系に親しむ観察会や
ワークショップ

➢ 東日本大震災からの復興に関する企画展示や現地ツアー

海岸公園

震災の記憶の継承、みどりの復興の発信や、自然に触れながら家族で楽しめる事業を展開
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5 東部エリア会場



仙台フェアの開催意義や基本理念に賛同した各施設と連携、一体的に催事を展開

【東北大学 学術資源研究公開センター 植物園】

➢ 植物園ガイドツアーの実施
➢ 市民公開講座の開催

東北大学植物園エントランス

【七北田公園】

➢ 「’89グリーンフェアせんだい」レガシーの活用
➢ 近隣小学生と花やみどりの活動団体による花壇づくり

七北田公園の花壇のイメージ図

【八木山動物公園 フジサキの杜】

➢ 仙台フェア関連イベントの実施
➢ 園内におけるSDGs関連展示

八木山動物公園

【仙台市野草園】

➢ 花やみどりの活動団体による花の展示
➢ 市民とともに作りあげた野草園の歴史に関する展示
➢ 仙台にゆかりのある植物などの特色ある紹介

野草園でのさくらそう展
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6 連携会場



全国都市緑化フェアへのご来場を
心よりお待ち申し上げております。

第40回全国都市緑化仙台フェア
マスコットキャラクター

～Feeｌ green!～


